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県
教
組
三
八
支
部
は
、
今
年
度
も
支
部
役
員
が

三
八
管
内
７
市
町
村
教
育
委
員
会
を
回
り
、
懇
談

を
持
ち
ま
し
た
。

８
月
８
日
は
南
部
町
・
三
戸
町
・
田
子
町
・
五

戸
町
・
新
郷
村
を
、
９
日
に
は
八
戸
市
・
階
上
町

の
各
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

①
長
時
間
労
働
解
消
の
取
り
組
み

国
の
働
き
方
改
革
の
流
れ
で
、
勤
務
時
間
の
客

観
的
な
把
握
が
義
務
化
（
労
働
安
全
衛
生
法
）
さ

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
時
間
を
把
握
し
て
い

る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
職
員
配
付
Ｐ
Ｃ
で
の
記
録

（
八
戸
市
）
や
タ
イ
ム
カ
ー
ド(

新
郷
村)

、
時
間

管
理
ソ
フ
ト
（
カ
ー
ド
を
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ
す
、

三
戸
町
）
を
導
入
し
て
い
る
他
は
、
ま
だ
特
に
具

体
策
を
と
っ
て
い
な
い
と
い
う
回
答
で
し
た
。
八

戸
市
に
つ
い
て
は
出
勤
時
刻
前
の
早
朝
勤
務
部
分

が
登
録
で
き
な
い
た
め
、
人
に
よ
っ
て
は
正
確
さ

を
欠
い
て
い
る
の
で
改
善
を
要
望
し
ま
し
た
。
ま

た
、
指
導
要
録
電
子
化
も
八
戸
市
・
三
戸
町
以
外

の
自
治
体
は
検
討
中
と
の
回
答
で
し
た
。

夏
季
休
業
中
の
「
学
校
閉
庁
日
」
は
各
市
町
村

と
も
昨
年
度
と
同
じ
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
八

戸
市
は

・

日
、
他
は

・

・

日
）
期
間

13

14

13

14

15

中
は
日
直
が
あ
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ

つ
、
日
数
増
と
夏
季
休
業
中
の
忙
し
さ
解
消
を
要

望
し
ま
し
た
。
三
戸
町
・
田
子
町
に
つ
い
て
は
「
三

戸
地
方
教
育
研
究
所
」
主
催
の
研
修
見
直
し
も
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

②
教
職
員
の
未
配
置
状
況

今
年
度
も
県
内
で
、
欠
員
の
ま
ま
新
年
度
が
始

ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
三
八
管
内

で
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
年
度
途
中
の
休
暇
等
に
た
い
す
る
代
替

職
員
の
配
置
は
と
て
も
厳
し
い
状
況
で
、
８
月
現

在
未
配
置
校
が
あ
る
市
町
村
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
今
年
度
か
ら
、
長
期
研
修
に
た
い
し
て
は
代
替

講
師
を
配
置
し
な
い
こ
と
に
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

教
員
採
用
試
験
の
志
望
倍
率
低
下
に
も
、
市
町
村

か
ら
心
配
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
児

童
生
徒
数
減
少
で
、
学
校
事
務
職
員
の
未
配
置
校

が
増
え
（
新
た
に
三
戸
町
１
・
新
郷
村
１
、
管
内

全
部
で
６
校
）、
当
該
校
の
職
員
や
周
辺
校
の
事
務

職
員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

③
「
不
登
校
」
の
現
状
は

こ
の
数
年
増
加
傾
向
に
あ
る
「
不
登
校
」
に
つ

い
て
、
各
市
町
村
の
現
状
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

県
内
で
は
小
中
合
わ
せ
て
１
０
０
０
人
当
た
り
１

３
．
４
人
（
Ｈ

）
↓
１
４
．
０
人
（
Ｈ

）。
各

28

29

市
町
村
と
も
増
え
て
い
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い

と
し
な
が
ら
も
、「
か
く
れ
不
登
校
」
も
含
め
て
実

態
の
把
握
と
学
校
・
保
護
者
と
の
連
携
に
努
め
た

い
と
し
て
い
ま
す
。

④
学
校
教
育
へ
の
支
援
は

各
市
町
村
の
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」（
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
配
置
数
、
勤
務
時
間
は
昨

年
度
か
ら
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
部
町
は
３
名

増
の

名
、
階
上
町
は
年
間
１
１
０
０
時
間
に
、

18

新
郷
村
は
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
八
戸
市
は
１
年
任
期
で

名
＋
後
期

名
の

70

11

名
採
用
し
、
午
後
の
サ
ポ
ー
ト
も
で
き
る
勤
務

81時
間
に
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
指
導
員
の
配
置
は
今
年
度
県
内

名
で

26

三
戸
町
に
１
名
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学

省
で
は

年
度
に
は
各
校
３
名
配
置
と
い
う
計
画

23

で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

青
森
県
教
職
員
組
合
三
八
支
部

2019.9.20

給
食
無
料
化
が
全
国
で
一
番
進
ん
で
い
る
群
馬
県
。
少
子
化
対
策
、
義

務
教
育
無
償
の
憲
法
理
念
、
食
育
の
充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど
様
々
な

受
け
止
め
方
が
あ
り
、
市
民
が
理
解
し
や
す
い
政
策
。
首
長
選
挙
で
保

守
陣
営
も
掲
げ
る
政
策
に
な
っ
て
き
た
。
無
料
化
に
は
自
治
体
予
算
の

１
％
程
度
で
で
き
る
。
住
民
運
動
が
大
事
と
。（
８
月
３
１
日
青
森
市
の
給

食
無
料
化
を
め
ざ
す
会
の
講
演
よ
り
）

・
TEL

FAX

⑤
こ
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
（保
護
者
負
担
軽
減
）

就
学
援
助
制
度
の
「
児
童
生
徒
新
入
学
用
品
費
」

の
入
学
前
支
給
に
つ
い
て
は
現
在
、
八
戸
市
・
三

戸
町
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
階
上
町
は
実
施
予
定

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
町
村
に
は
拡
が
っ
て
お
ら

ず
、
実
現
を
要
望
し
ま
し
た
。
な
お
、
南
部
町
は

今
年
度
か
ら
卒
業
ア
ル
バ
ム
代
も
就
学
援
助
の
支

給
対
象
と
し
た
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
第
３
子
以
降
の
子
育
て
支
援
金
支

給
（
三
戸
町
）、
高
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
（
南

部
町
）、
給
食
費
無
償
化
継
続
（
新
郷
村
・
南
部
町
）、

小
５
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
（
田
子
町
）
給
付
型
奨
学

金
の
募
集
枠
拡
大
（
八
戸
市
）
な
ど
、
各
自
治
体

で
子
育
て
支
援
の
施
策
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

⑥
そ
の
他
（
統
合
・
通
級
教
室
）

新
郷
村
で
は
令
和
３
年
度
か
ら
小
学
校
・
中
学

校
を
各
１
校
に
、
階
上
町
で
は
浜
手
に
あ
る
３
小

学
校
を
１
校
に
統
合
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
南
部

町
で
も
小
学
校
の
統
合
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

階
上
町
か
ら
八
戸
市
内
の
小
学
校
に
通
級
し
て

い
る
小
学
生
が

人
も
お
り
、
通
級
さ
せ
る
た
め

13

の
保
護
者
の
負
担
を
考
え
、
通
級
教
室
開
設
の
た

め
の
加
配
を
要
求
し
た
が
叶
わ
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
中
学
校
の
通
級
生
も
い
る
の
で
、
今
後
も
開

設
の
た
め
に
動
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

各
市
町
村
と
も
、
丁
寧
に
応
対
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
ま
す
。

夏の協力カンパ
ありがとうございました。

八戸小 南浜中 清水頭小
湊 小 下長中 上郷小
町畑小 北稜中 名久井小
根岸小 是川中 剣吉小
明治小 明治中 向 小
轟木小 市川中 福地小
多賀小 豊崎中 名川中
第一中 東 中 南部中
第二中 中沢中 福地中
第三中 三戸小中 道仏小
白銀南中 五戸小 野沢中

切谷内小

合計 347,768円
（9/5現在）

人事院は８月７日に国家公務員の給与に関する勧告と報

告を行いました。賃金が「平均」３８７円、０．０９％の

改善、一時金については０．０５月引き上げることを柱と

している内容となっています。賃金については６年連続の

給与表の引き上げ勧告ですが、初任給・若年層のみが1500

～2000円程度改善となっています。他方、実質賃金が低下

する一方の高齢層部分にはゼロ配分となっています。

手当では、住居手当の見直しが行われ、限度額を1000円

（だけ…27000円→28000円）引き上げながらも、実際は

一方的に引き下げとなっている内容です（左表参照）。公務

員宿舎の使用料上昇を考慮した改定だそうですが…。その

ほかの手当は現行のまま。

一時金については、0.05月の引き上げ分を「勤勉手当」

に配分するとしています（人事評価に絡ませないで！）。

なお再任用職員の改定は今回全くなしです。定年延長に

ついては国会の動向もあり、当初の計画が繰り延べされる

模様で、当面は現行の再任用制度が存続します。人事院は

定年延長制度の実現を待たずに、再任用制度の処遇改善を

行うべきです。

青森県人事委員会の勧告は10月上旬。国の人事院勧告を

踏襲するのか。県教組は他の公務員労組とともにあるべき

賃金改善を強く要求しているところです。

給与勧告による住居手当の改定額

月額家賃 現行手当額 改定手当額 差額
12,000 0 0 0
13,000 1,000 0 -1,000
14,000 2,000 0 -2,000
15,000 3,000 0 -3,000
16,000 4,000 0 -4,000
17,000 5,000 1,000 -4,000
18,000 6,000 2,000 -4,000
19,000 7,000 3,000 -4,000
20,000 8,000 4,000 -4,000
21,000 9,000 5,000 -4,000
22,000 10,000 6,000 -4,000
23,000 11,000 7,000 -4,000
24,000 11,500 8,000 -3,500
25,000 12,000 9,000 -3,000
26,000 12,500 10,000 -2,500
27,000 13,000 11,000 -2,000
28,000 13,500 11,500 -2,000
29,000 14,000 12,000 -2,000
30,000 14,500 12,500 -2,000
31,000 15,000 13,000 -2,000
32,000 15,500 13,500 -2,000
33,000 16,000 14,000 -2,000
34,000 16,500 14,500 -2,000
35,000 17,000 15,000 -2,000
36,000 17,500 15,500 -2,000
37,000 18,000 16,000 -2,000
38,000 18,500 16,500 -2,000
39,000 19,000 17,000 -2,000
40,000 19,500 17,500 -2,000
41,000 20,000 18,000 -2,000
42,000 20,500 18,500 -2,000
43,000 21,000 19,000 -2,000
44,000 21,500 19,500 -2,000
45,000 22,000 20,000 -2,000
46,000 22,500 20,500 -2,000
47,000 23,000 21,000 -2,000
48,000 23,500 21,500 -2,000
49,000 24,000 22,000 -2,000
50,000 24,500 22,500 -2,000
51,000 25,000 23,000 -2,000
52,000 25,500 23,500 -2,000
53,000 26,000 24,000 -2,000
54,000 26,500 24,500 -2,000
55,000 27,000 25,000 -2,000
56,000 27,000 25,500 -1,500
57,000 27,000 26,000 -1,000
58,000 27,000 26,500 -500
59,000 27,000 27,000 0
60,000 27,000 27,500 500
61,000 27,000 28,000 1,000
62,000 27,000 28,000 1,000

家
賃
5
5
0
0
0
円
を

超
え
る
分
に
対
応

2
0
0
0
円
を
超
え
る
減
額
は

１
年
間
「
激
変
緩
和
措
置

」

☆三八地労連主催秋のレク「10／６ウォークとＢＢＱ：種差を歩こう」10/６(日)8:30鮫駅集合9：00～12:00ウォーク・ＢＢＱ～14:00 昨年２５名も申し込みがあったのに台風で中止になった企画。今年こそ。申込10/1まで。 ☆「あおもり教育のつどい2019（第69次県教研）」は１１/９(土)～10(日)青森県教育会館にて。

三 八 教 育 新 聞 ２０１９年 ９月 ２０日（金曜日） 書記局不在時の連絡は FAX：(0178)43-7773 MAIL：atu38@hi-net.ne.jp



参加チーム（申込み順）
１ 一中ＪＳ愉快な仲間たち（一中・中居林小・吹上小・小中野小・根岸小・根城小連合）

２ ＮＡオールスターズ （多賀小・城北小・高館小・轟木小・南郷小・大久喜小・江南小・新井田小・白山台小連合）

３ 三八城連合（二中・八戸小・城下小連合）
４ チーム上長（三条小・西園小連合）
５ 下長・明治合同（下長中・明治中連合）
６ 南町シャークス（白銀南小・町畑小・鮫小連合）
７ 白銀ＪＳ（白銀中・白銀小・白鷗小連合）
８ 湊小中ＪＳスピリッツ(湊中・湊小・青潮小連合）
９ 三中ＪＳ(三中・柏崎小)

今年は９チーム出場。
今のところ不戦勝なく予
選が続いています。
９月２８日か２９日が決
勝戦になります。
ケガだけはしませんよう
に！

今
年
度
の
世
界
大
会
に
は
、
三
八
支
部
か
ら
２
名
の
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
る
８
月
２
７
日
に
は
、
お
二
人
を
含
む
三
八
か
ら
の
参
加

者
４
名
の
報
告
会
が
八
戸
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
派
遣
に
あ
た
っ
て
は
、

派
遣
費
用
を
皆
さ
ん
か
ら
の
カ
ン
パ
よ
り
捻
出
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

青
森
県
教
職
員
組
合
三
八
支
部

工
藤

美
子
さ
ん

８
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
、
長
崎
で
開
か
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
戦
後
７
４
年
が
経
過

し
、
戦
争
体
験
者
が
自
分
の
身
内
に

い
な
い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず

知
る
こ
と
が
今
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
と
考
え
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
遺
構
め
ぐ
り
、
原
爆
資
料

館
見
学
、
世
界
大
会
総
会
、
分
科
会

参
加
と
い
う
、
個
人
で
は
で
き
な
い

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

〈

遺
構
巡
り
〉

平
和
公
園
、
爆
心
地
、
山
里
国
民

学
校
、
永
井
隆
記
念
館
な
ど
の
遺
構

を
巡
り
、

平
和
案
内
人
、
船
井
サ
ナ

ミ
さ
ん
か
ら
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

平
和
公
園
が
刑
務
所
の
跡
地
で
あ
る
こ
と
。
そ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
方
は

朝
鮮
か
ら
連
れ
て
来
ら
れ
強
制
労
働
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
方
々
で
あ
っ
た
こ

と
。
長
崎
に
は
被
爆
直
後
の

写
真
が
残
っ
て
い
る
理
由
。

現
地
に
行
か
な
け
れ
ば
知
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
数
々
の

事
実
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。

〈
世
界
大
会
開
会
式

参
加
４
０
０
０
人
〉

第
５
分
科
会
に
は
１
６
０

名
の
参
加
者
の
う
ち
、
被
爆

者
の
方
が
８
名
、
二
世
が
５

名
、
三
世
が
３
名
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら

体
験
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
７
０
年
以
上
を
経
て

よ
う
や
く
話
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
方
。
被
爆

者
の
祖
父
が
、
体
験
を
語
ら

ぬ
ま
ま
に
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
三
世
の
方
。
韓
国
籍
の

被
爆
者
の
方
︙
。

〈
第
五
分
科
会

被
爆
体
験
の
継
承
〉

上
の
写
真
の
方
は
、
元
野
球
選
手
の
張
本

勲
さ
ん
の
姉
の
小
林
さ
ん
。
広
島
の
爆
心
地

か
ら
１
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自
宅
か
ら
当

時
五
歳
の
弟
を
連
れ
て
逃
げ
た
体
験
談
は
壮

絶
で
し
た
。

長
崎
は
路
面
電
車
が
走
る
異
国
情
緒
あ
ふ

れ
る
町
で
す
。
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
の
里
で
も
あ
り
ま
す
。
小
倉
に

投
下
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
二
発
目
の
原
爆
が
、

悪
天
候
の
た
め
急
遽
長
崎
に
変
更
に
な
っ
た

と
い
う
事
実
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

歴
史
の
一
事
実
と
し
て
、
太
平
洋
戦
争
や
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

に
つ
い
て
教
科
書
に
記
述
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
に
と
っ
て
都
合
の

悪
い
事
実
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
自
分
が
求
め
な
け
れ
ば
知

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
、
戦
争
へ
の
潮
流
を
堰

き
止
め
る
防
波
堤
の
一
部
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。青

森
県
教
職
員
組
合
三
八
支
部

井
上

佳
林
さ
ん

今
回
、
私
は
初
め
て
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

平
和
公
園
や
被
爆
し
た
小
学
校
、
浦
上
天
主
堂
な
ど
を
訪
問
し
、
多
く
の

方
々
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
心
が
痛
み
ま
し
た
。
平
和
祈
念
像
の

人
物
は
あ
え
て
国
や
宗
教
を
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
て
、
そ
こ
に
は

平
和
に
は
国
や
宗
教
は
関
係
な
く
、
国
境
を
越
え
て
希
求
さ
れ
る
も
の
だ

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
原
爆

資
料
館
を
見
学
し
、
原
爆
は
火
傷
や
被
爆
、
白
血
病
な
ど
人
体
に
多
大
な

被
害
を
与
え
ま
す
が
、
人
の
心
に
も
虚
無
感
や
絶
望
感
を
与
え
一
瞬
に
し

て
希
望
を
奪
い
取
っ
て
し
ま
う
平
気
だ
と
思
い
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
開
会
式
に
は
約
４
０
０
０
人
と
い
う
人
数
が

集
ま
り
驚
き
ま
し
た
。
世
界
各
国
か
ら
大
使
や
団
体
の
代
表
者
の
ス
ピ
ー

チ
を
聞
き
、
広
島
や
長
崎
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
起
き
て
い
る
被
爆
の
実

態
に
つ
い
て
知
り
、
核
兵
器
を
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
訴
え

が
心
に
響
き
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
東
本
願
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。
最
初
に
収

納
さ
れ
て
い
る
遺
骨
を
拝
見
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
い
ま
だ
に
一
～
二

万
人
の
名
前
も
住
所
も
わ
か
ら
な
い
方
々
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
東
本
願
寺
の
住
職
さ
ん
は
直
接
被
爆
体
験
を
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

被
爆
し
た
方
々
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
遺
骨
を
拾
う
な
ど
を
す
る
こ
と
で

経
験
を
す
る
と
い
う
、「
追
体
験
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
原
爆
の
経
験
を
仏
教
の
世
界
観
か
ら
見
る
こ
と
で
、
単
に
悲
惨
な

出
来
事
と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
べ
き

か
、
後
世
に
ど
う
伝
え
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

最
後
に
、
資
料
館
な
ど
で
見
た
り
、
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
仲
間
と
共

有
し
お
互
い
に
話
し
合
う
こ
と
で
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
学
び

続
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
経
験
し
た

こ
と
を
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
伝
え
て
、
少
し
で
も
今
の
世
代
の
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆三八地労連主催秋のレク「10／６ウォークとＢＢＱ：種差を歩こう」10/６(日)8:30鮫駅集合9：00～12:00ウォーク・ＢＢＱ～14:00 昨年２５名も申し込みがあったのに台風で中止になった企画。今年こそ。申込10/1まで。 ☆「あおもり教育のつどい2019（第69次県教研）」は１１/９(土)～10(日)青森県教育会館にて。
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